
2019年（令和元年）11月 8

　　　いちまでぃん ちゃーがんじゅう
　　　～敬老の日慶祝訪問～

　　　沖縄都市モノレール延長　
　　　開業記念式典・出発式

なはのホットな話題は市FacebookやLINEで

9
16

9
29

今年 100 歳になる人は市内に 87 人います。そ
のうち、池原新昌さんと銘苅靜子さんのお宅を、
城間市長がお祝いのため訪問しました。

50 人近くの親戚に囲まれた池原さんは、「毎年
毎年いいことばかりです」と、終始嬉しそうな様
子でした。

城間市長はそれぞれに内閣総理大臣、沖縄県知
事、那覇市長からの賞状と記念品を渡し、「100
歳おめでとうございます。ご苦労も色々あったと
思いますが、これからも楽しみを見つけて、楽し
く暮らしてください」と激励しました。

「首里駅」から「てだこ浦西駅」まで延長開業
する、沖縄都市モノレールの延長開業記念式典と
出発式が、浦添市のてだこホールとてだこ浦西駅
で行われました。

てだこホールで行われた記念式典には、約 600
人の関係者や市民が集まり、モノレールの浦添延
長を喜びました。

記念式典後には、てだこ浦西駅で出発式が行わ
れ、テープカットの後、開業を待ち望んだ市民や
県民は、モノレールに乗り込み延長区間を試乗し
ました。

■応募方法
はがき、FAX、Eメールのいずれかに、①住所、
②氏名、③年齢、④電話番号、⑤「広報なは市
民の友」へのご意見・ご要望、を書いてお送りく
ださい。ただし、応募は秘書広報課までプレゼ
ントを受け取りに来ることができる人に限りま
す。
■応募締切　11月15日（金）※消印有効
■宛先　
〒900-8585 那覇市泉崎1丁目1番1号
那覇市秘書広報課「グッズプレゼント」係
E-mail：s-s-hisyo001@city.naha.lg.jp
FAX：869-8190

沖縄都市モノレール延長開業を記念して、抽
選で 5 名様に ゆいレールちんすこう号 をプ
レゼントします。

※応募者の個人情報は、当選連絡以外には使用しません。
※当選の発表は当選者にのみ通知します。
問秘書広報課☎ 862-9942
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